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はじめに
 中国内モンゴル・ホルチン地方では、現在シャマニズムが盛んである。その特徴は、何と言って
も、シャマンの数（特に女性シャマン）、シャマンのクライアント、シャマンの治療実践、女性シャ
マンの取り仕切る祭祀儀式の増加、シャマンをシャマンにする守護霊の種類（特に動物の精霊）の
多様化および増加などに認められる。シャマンの多彩な治療の中で、エルガ（LOJDDLOJDJD）と呼
ばれる紙や布で切って作られたさまざまな形を取ったものと玉蜀黍の粉、高粱の粉、蕎麦の粉など
で作られたベリン（EDHOLQJEDOLQJ）と呼ばれる人形などが重要な役割を果たしている。また、エ
ルガは、祭祀、イニシエーションにも登場する。本稿では、シャマンがエルガの制作と実際に使う
ときの感覚的経験、および伝承について、感覚の人類学の視点で考察を試みる。そして、それがい
かに師匠から弟子、守護霊から後継者、シャマン同士、民間からシャマンへと伝承されていること
を示し、制作・伝承に当たっての心身の感覚を見てみたい。感覚の人類学について、比嘉理麻は
「感覚はフィールドワークを通した他者理解の基軸でありながら、客観的・理性的な記述のなかで
はむしろ消去されるべきものとされてきたのである」>比嘉 ：@とこれまでの感覚の人類学
の問題点を指摘し、植野雄司の一連の論文は、人類学は、住民の視点を真摯に受け止め、人間の多
様な経験を重視する立場を論じている>植野 ，、、@。本稿は、こうした先学の
議論を踏まえて、エルガを取りあげたい。

． ホルチン・シャマンの祭祀、病気治療に見られるエルガ（切り紙・布の細工）
 周知の通り、ホルチン地方のシャマニズムの信仰は、アニミズムの信仰をベースにしていると同時
に、仏教と道教の影響を受けている。病因を体の外部と内部に求める。外部の場合、霊魂不滅の観念
と因果応報、輪廻転生の思想に基づく。父と母両方の先祖の生前の行い、自分と家族・親族の前世の
行い、自分と家族・親族の今世の行いと精神状態などが挙げられる。病因が内部の場合、物理学的な
症状を指し、実病と称する。この場合、シャマンによって、病院の治療を進めるが、治療を施すこと
によって、症状が緩和したり、治癒したりする事例もある。その中に、慢性疾患からガンまでが含ま
れている。体外の症状の中に、①祖霊、悪霊、動物の霊、自然の霊を含めた霊界の障り、②巫病（聖
なる病気、守護霊の後継者にするための選びの印として現れるさまざまな症状と遭遇。シャマンにな
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ることで治る）。③魂の離脱、あるいは、魂の弱体化、④被罵倒感などである。不調が長引くと、シャ
マンによって、誰かから罵られていることによるものとの開示が見られることである。
以上の原因によって、患者にさまざまな感覚的な症状が現れる。たとえば、悪霊が体に取り憑いて
体の各部位を痛めつけたり、精神が異常になったり、幻聴が聞こえたりする。それによって、いろい
ろな逸脱した言動が見られる。シャマンは、病因と症状の重さによって、さまざまな治療を施す。そ
の中で、サイグ（VD\LJVD\DJ）と呼ばれる白か赤色の布で切られた呪薬・呪符が処方されるほか、エ
ルガと呼ばれる切り紙細工も使われることがある。患者の体に取り憑いて苦しめている悪霊を患者の
体から切り離した後、ベリンに憑依させる、あるいは、エルガに憑依させる。そして、シャマンが呪
文を唱えて、地下に埋めて封じ込むか燃やし消滅させる。ここで、ベリンとエルガは悪霊の依り代と
なる。本稿では、病気治療を取り上げて分析するより、治療と祭祀のために用いるエルガを制作とそ
の後の身体感覚、および、エルガに含まれた伝承について取り上げる。エルガを切るため、基本的に、
白い紙が使われるが、飾りなどに使われる際には、さまざまな色の紙を用いる。また、シャマンによ
って、白だけでなく、多様な色の紙を使われる人がいる。
エルガの図形は、ホルチン・シャマニズムの世界観、霊魂観、神話、伝承の具現化である。①太陽、
月、星、雲、②人物、③火、④風、⑤動物、⑥花草、⑦人と動物の合体図、⑧めでたい紋様、⑨仏教
由来の紋様、たとえば、万字、⑩道教由来の紋様、たとえば、八卦図などが挙げられる。エルガを作
るため、さまざまな禁忌を伴うしきたりがある。日を選ぶこともある。病気治療のため、作られた場
合、その日に合わせて作る。（仏教に帰依しなかった）黒い方向のシャマンは、普段旧暦の 、 日
を重んじるが、奇数の 、、日を使われる。（仏教に帰依した）白い方向のシャマンは、、日以
外に、日を重んじる。しかし、それは絶対的ではなく、生贄祭祀のとき、白い方向のシャマンでも、
奇数の日に行う。また、シャマンによって、イリヨ（HOHHHOL\H）と呼ばれる人形のエルガを切る際、
手足と目、口、乳房、性器を必ず揃わせる必要があり、もし切るときにできなかった場合、切り終え
た後、それを描くか点をつけて示す必要があると要求する人がいる。健全という意味が込められる。
切り紙細工を基本的にエルガと呼ぶが、用いる用途によって、さらにいくつかの呼び名がある。
① イリヨ、直訳すると、鷲であるが、守護霊と悪霊の指す両義性を持った言葉である。エルガに
おいて、良く見られるのは、人か鳥、動物の形、あるいは、鳥と人の合体した形、人間と動物
をそれぞれ つの紙に表したものなどである。人形の場合、ホルチン地方で、男か女の形を取
った 体か多数体のものを指す。奇数が多い。多数の場合、手を繋いでいるものが最も特徴的
である。それを神として祭祀したり、病気治療のときに使われたりする（後述）。
② ソーネグ（VXXQHJVXJXQDJ）、直訳すると、鎖という意味で、鎖に似たものもあり、シャマンに
よって、さまざまなめでたい紋様の図形を切ったものもある。鎖という語から分かるように、
悪霊を鎖で縛って逃げないように封じ込む効果を発揮するというものである。
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③ ハナー（QDQDDKDQDJD）、ホルチンでは、家屋の壁を指す。モンゴル・ゲル（伝統的移動式住
居）の壁の芯となる木組みをハナーと呼ぶ。それと似た形の図形などがある。これをみると、
遊牧を営んできたときにすでに使われたものである。
ホルチン地方で、力の強い悪霊、あるいは、なかなか離れない悪霊を追払うため、数時間かけて行
う儀式がある。それをグルム（JXUXPJXULP）・ヒフ（KLXKLKX、する）と言う。その際に、ウルゲ
（XUHHXUXJH、部屋）・ゲル（JHU、家の意）という「家」を作る。ウルゲ・チャガンFKDJDQ、白・
ゲルとも言う。なぜなら、壁（ハナー）を構成するエルガは白い紙で作られるのが多いからである。
遊牧時代の伝統的な白色のモンゴル・ゲルにちなんでいると思われる。今までの調査で、ウルゲ・ゲ
ルは、種類の用途がある。①患者から切り離した悪霊横死者の霊が多いの家、②悪霊をあの世に
連れて行くあの世の主であるエルリグ・イン・ハンの駕籠である。ウルゲ・ゲルを作るときに、欠か
せないのは、エルガである。呪文、銅鏡、鞭、金剛杵などさまざまな呪具を使い、神歌を歌って、悪
霊を患者の体から切り離した後ベリンに憑依させて、ウルゲ・ゲルに入れる場合、喜んで離れていく
よう、工夫を凝らす。エルガは、飾りでもあり、患者から切り離した悪霊が逃げないようにする力で
もある。あの世の主の乗輿として用いる場合、尊敬の念を込めて、エルガを使って綺麗に作る。霊力
があると言われる柳や御柳の枝、あるいは、高粱の茎などで、立方形の小さな家を作って、さまざま
な切り紙を 面と上部に貼り被せる。面に貼られたさまざまなエルガを総じてハナーと言う。ハナ
ー・エルガでイニシエーションを行う際に、庭に円形の場を作る。エルガは、その場を囲むために作
られる。場の中は、聖なる空間である。

（左図）シャマンが年代か年代に作られたウルゲ・チャガン・ゲル>フルレシャ他 @。
真っ白な紙で切られた手を繋いでいる人物図形のエルガが貼られている。
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（右図 ） 年  月、筆者が実見した悪霊を追払う儀式にあの世の主の乗輿として作られたウル
ゲ・ゲル。右側の椅子の上に載せられているのは、玉蜀黍の粉で作られた患者の体から切り離した悪
霊を乗り移らせるためのベリン（中心にあるもの）。治療者は、サイナ（年生、人名はすべて仮
名）・シャマンと男女 人の弟子である。患者は、年生まれの地方育ち若い女性である。
（左図 ）サイナ・シャマンがウルゲ・ゲルのハナーの構成の一部として用意した手を繋いでいるイ
リヨと呼ばれる男性を示すエルガ。その弟子が目と眉を黒で、口を赤色のペンで描き、乳房と性器を
黒色のペンで点をつけて示した。上に挙げたウルゲ・ゲルの右側の壁となっている。
（右図 ）目と口、乳房と性器を切って示したエルガ。服は伝統的な長い服である。
（左図 ）ピンク、緑、青、レモン色の提灯。（右図 ）植物。これらの切り紙は、民間でも正月のと
きに切って飾ることがある。これは、シャマンは民間から取り入れたことが伺える。
上図、左から、図 ，、、と下の左図 は、図 、
すなわち、ウルゲ・ゲルの外側の飾りの一部となって
いる。それぞれ、色とりどりのエルガである。民間と
守護霊両方からの伝承である。

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． エルガに凝縮された伝承
（）エルガとなっているボームルの樹
（左図 ）白庚生らが「モンゴル・シャマンの樹」>白
庚生、向雲駒 ：@と説明するこのエルガは、採
集した場所を明示していないが、ホルチン・シャマニズ
ムのボームル・テングリ（ボームル天神という意）の伝
承を表示していることが伺われる。筆者は祭壇に安置、
供犠祭祀のときのボームル・テングリ、病気治療の守護
役などのため制作されたと推測する。
 年代以前、ボームル・テングリの像を描く、紙で
切る、布やフェルトで作る、刺繍するなどして、家の祭
壇、家屋の外側の南西側の壁の中、南西側の軒下の中、
樹に祭祀した。樹に祭祀すると、その樹をボームルの樹
と呼ぶ。ホルチン左翼中旗で、雷に打たれて枯れてしま
ったボームルの樹を見たことがある。ボームル・テングリの伝承は、次のようである。

ホルムスタ（最高の天神の名前）・テングリ（ここで天神）の娘が、人間界に降りてきて、ある若者
と恋に落ちて、 人息子と、 人娘に恵まれた。ある日、ホルムスタ・テングリがこのことを知って
激怒し、部下を派遣して、娘とその 人の子供を天界につれて帰って来させた。その後、人の子供
を下の界（天界から見た中間界、すなわち、人間が住む世界）の最も高くて硬いドル・トゥシ山に降
ろすよう命令した。その後、ドル・トゥシ山に 頭の牛が現れて、人を食い漁っているといううわさ
が広がった。匹の牛はダルハン（現・ホルチン左翼中旗）王（当時は、チンギス・ハンの弟ハブト・
ハサルの直系子孫）と出会い、ダルハン王の息子が病気になった。これを受けて、王は、自分の氏族
出身の大シャマン・ホブグタイを呼んで治療を頼んだ。死んだ  匹の牛は天から降ろされたホルム
タ・テングリの孫の変身で、その属性は天にして、ボームル・テングリ（天降れる神）だから、祭祀
すると治ると告げた。王は 匹の牛がいるドル・トゥシ山に祭壇を設け、羊の生贄を捧げた。儀式が
進行中に 匹の牛が死んだ。牛は、ボームル・テングリなので、祭るべきだと王にホブグタイ・シャ
マンが託宣し、王は牛の姿を作ってまつると人にからかわれると言って、人間の姿にして、体を つ
の色の絹で作り、目を真珠、眉をミンクの皮で作って祭らせた>フルレシャ他 ：@。
 ホルチン地方で、ボームル・テングリを祭っている家は、ボームルの像を外部の人に見せない。そ
ればかりか、嫁いできた嫁は定期的な祭祀をするが、像を一度も見たことがないと語る人がいる。原
因は  つ考えられる。①壁などに隠して祭ることから、ボームル・テングリの像は、牛、あるいは、
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牛の特徴があるかもしれない。②ホルチンでは、ボームル・テングリは荒ぶる神であり、慎重に扱わ
ないと罰を与えられると言われる。被害の原因をそこに求める事例がある。そのため、安易に見せな
い。伝承を語るとき、シャマンは、よく、「王が牛の形にして祭ると人にからかわれると思った」と言
う。年代以前は、動物を補助霊にもつことが一般的であったが、公然と祭らなかった。現在、蛇、
狐の精霊に選ばれて、シャマンになることがホルチン・シャマニズムの顕著な特徴の つとなってい
る。しかしながら、蛇と狐の姿形で公然と祭ることは見られない。仏教伝来以前、フェルトなどで先
祖の像を作って祭っていた。伝承を像として可視化して祭るとき、動物のままにすることに違和感が
あったではないかと思う。それが、人に見せないようにすることに繋がった可能性がある。
 話を上に挙げたボームルの樹に戻す。現地調査に基づいて  年に出版された『ホルチン・シャ
マ二ムの研究』で、フルレシャは、白翠英の一次資料を挙げて、「ボームル・テングリに『ボームル』
は、天から『降りた』という意味があるだけでなく、岩と樹に降りたと語られる」>フルレシャ ：
－@と指摘した。筆者はこの論文を執筆するため、この指摘に基づいて資料を探した。牛の頭
が樹と一体になっているように作成されたエルガを見つけて、感動した。当時、フルレシャは、この
エルガを見ていないと推測する。見ていたならば、著作の中で挙げていたに違いない。この牛が樹に
なり、樹が牛になっているボームルの樹は、まさに、牛が樹に降りたというフルレシャの指摘を証明
している。また、ホルチンで見られる樹の上にボームルを祭祀する、あるいは、樹をボームルの樹と
して祭ることもフルレシャが参考にしたシャマンの神歌と一致している。

 天から降りるとき、ジェヘハイジェ（囃し言葉）。
 尖った岩に降りた、ジェヘハイジェ。
 偉大なる樹を頼りにする、ジェヘハイジェ。
 金なる世界（人間界）が（ボームル・テングリを）祭祀した、ジェヘハイジェ>フルレシャ ：
－@。

 ボームル樹のエルガの図形は、また、遊牧社会を背景としていることが一目瞭然である。

（）エルガに見る鳥信仰と伝承
精霊信仰やシャマニズムについて、出土品、壁画・岩絵、シャマンの装束・道具など造形物を調べ
れば、調べるほど、鳥と蛇と深い関係があることを気づく。ホルチンを含めた北方諸民族のシャマン
の帽子に鳥を象った飾りがついたり、鳥の羽がついたりしている。そして、シャマン服に皮や布で蛇
を象った細長い飾りをつけたりする。天空を自由に飛ぶ鳥、大地を象徴する蛇、すなわち、装束は、
天と大地の信仰の集合体であり、シャマンはその信仰の実践者である。モンゴル人の中に、部族によ
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って、さまざまな鳥を信仰したり、出自を鳥に求めたり、部族のシンボルにしたりする。ホルチン地
方では、女性シャマンの亡き霊を「チャガン・イリヨ」とも称する。亮春（年生、農民）シャマ
ンによれば、守護霊は霊感を通じて、次の内容を教えてくれた。「かつては、亡くなったブォシャマ
ンの亡骸をバラバラにして、ブォの樹に掛けておく前に、胸のところに鷲を描くと、ブォの亡き霊
の力が増し、後継者の守護霊になったとき、その力がより強くなるそうじゃ」。鷲信仰を示す 例だ。

（左図 ）正装したホルチン地方のサインジヤト・シャマ
ン（年生）。帽子の上に付けられた鳥が今も翼を広げ
て飛びそうである。シャマン服は、鳥の羽に見える。道具
と装束はすべて自ら制作したものである（年 月）。

（左図 ）は、金宝（年
生）シャマンの妻（年生）
が切った白い布のサイグ（呪
薬）。長さ FP、幅 FPである。

 ホルチン左翼中旗在住で、農民の春亮シャマンは、年冬結婚してまもなく、シャマン病が発生
した。最初は、物理的な病気と夫と自分が思って、現代病院の治療を受けたが治らなかった。同じ村
のフダゴラ（年生）と言う女性シャマンによって、シャマン病であることが開示された。守護霊
は婚家の先祖の霊である。最初に亮春に会ったのは、年 月その師匠の自宅である。当時修行中
だった。翌日、その自宅に会いに行くと、苦しい表情で、自宅の庭で守護霊にシャマン病の痛み（守
護霊による痛めつけ）を軽減してくれるよう拝んでいた。守護霊のメッセージを痛み、夢、霊感、治
療などさまざまな形で受ける。年 月、亮春シャマンが先日切ったと、エルガの画像を携帯電話
で送ってくれた（図 、を参照）。
（左図 ）亮春の症状がシャ
マン病であることを診断し
たフダゴラ・シャマン（
年 月）。
（右図 ）幼児の体に手をか
ざして治療を行っているサ
イナ・シャマン（年 月）。
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（左図 ）切り終わったときのイリヨ・エルガ。（中図 広げたときの様子。
（右図 ）亮春シャマン、自宅にて。

上のエルガを見て、「鳥と人間の合体図ですね。翼を広げて飛んでいるということですか。どのよ
うな経緯で切ったものですか。どのように使われるかを教えてほしい」と頼んだが、説明がないまま
年 月 日を迎えた。朝、駅に向かう途中、信号を待っているとき、携帯電話を出してみると、
亮春からたくさんの音声メッセージがあった。質問への答えだった。ちょうど論文執筆中で、しかも、
その答えを必要としていた。なぜこのタイミングで、と興奮すると同時に、感謝の気持ちが沸いた。
亮春は次のように説明する。
 
時に、夢に鋏と紙が現れて、エルガを切るよう促される。めでたい日に切らないと次のめでたい日
に切るまで体を（守護霊が）痛めつける。全身が痛くて、だるい。（旧暦の）、、のめでたい日
のどちらかになると、誰とも話したくなくなり、エルガを切りたくなって仕方がない。まるで林檎を
食べたくなったときの気分である。目に紙と鋏が見える。そして、何を切るかを知らないまま鋏を手
にすると、手がまるで自分で動いているようになる。エルガを切っているとき、誰とも話をしない。
出来上がったものを見て自分でもびっくりする。なぜなら、その図形は自分で想像しても出てこない、
見たこともないものである。守護霊の導きなしで、自分で切って見ようとしても何も出てこない。
切り終わった後、箪笥に入れて保管していたが、また、、、日のどちらかのめでたい日になる
と、守護霊が次の夢を与えてくれた。「守護霊がいることをと認めるならば、先日切った  つのエル
ガ（もう つ別にある。それについて、亮春は、具体的に教えてくれなかった）をめでたい赤色の布
に包んで、西の居間の真ん中の梁のところからぶら下げて置きなさい。信仰心がなければ、やらなく
てもいい」。そして、赤い布で包んで、託宣の通り、西の居間の真ん中の梁のところの天井からぶら
下げて安置しようとした。
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しかし、西の壁の南側にある段に婚家の代々祭っているジヤチ・ホルハン（家畜の守護神・富の神）
の祭壇（図 、）がある。このエルガを安置すると、ジヤチ・ボルハンの祭壇より高い位置となる。
また、居間の天井から赤い布をぶり下げておくと、家にお客さんが来ると、変に思われるかもしれな
いと思った。信仰心があれば、守護霊に指摘された場所ではなくても大丈夫と思った。そして、東の
居間の天井からぶら下げておいた。東の居間には、普段外部の人を入らせない。エルガを包んだ赤い
布の下のところ、「ヒ・モリ・マンダ」（運がよくなるように）という文字が入った紙を貼っておいた。
それが終えると、守護霊が次のように霊感を与えてくれた。「赤布で包んで居間の真ん中の梁のとこ
ろから下げておいてくれた。いつでもいいから、拝みたいときに跪いて拝みなさい」。それから、神々
の祭壇に決まった日に祈りを捧げた後、このエルガに尊敬の念を込めて跪いて拝んでいる。守護霊が
エルガの意味を説明してくれないと自分で何も知らない。その図形が四角、三角にしか見えない。
亮春は、鳥と合体した、あるいは、翼をもつ人の姿のエルガを守護霊の啓示を受けて切り、守護霊
の霊感に基づいて、安置して、祭っている。守護霊に導かれて行動しているということである。本人
は、守護霊の導きなしにはできないと断言している。すなわち、守護霊という肉体を持たない、霊体
として生き、招き呼ぶことによって、亮春に憑依して、治療託宣を行う存在の導きによって、紙と鋏
を使って、エルガが図形として可視化された。守護霊に言われたとおり、赤布に包んで、天井からぶ
ら下げておき、定期的に祈りを捧げている。これによって、守護霊への意識を増幅させた。守護霊に
指摘されたら、すぐ実行しないと、守護霊の罰として痛みを受ける。この痛みの感覚は、亮春の信仰
実践を支える  因になっている。こうして、シャマンは、守護霊からさまざまな影響を受けている。
その影響が実践を活性化している。守護霊に指摘された場所に祭っていないが、亮春は、自分で選ん
だ場所で祭っても守護霊から身体的な痛みという罰を受けていないのは、守護霊が亮春の信仰心を認
めている。すなわち、守護霊に意識を向けるという心理活動が拝むという行為によって実践化されて
いるからである。








（左図 ）年旧暦 月 日（西暦 月 日）亮春は、師匠のシルム（年生、農民）・シャマ
ンを招いて、自分の守護霊に羊の生贄を捧げる儀式を取り仕切ってもらった。壁に設置しているのは、
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ジヤチ・ボルハンの祭壇。
（左図 ）年 月 日、赤い布に包まれたエルガの画像を携帯電話に納めようとしている亮春
とその息子（年生）。
（左図 ）年 月、寝室で居間の西側の壁に貼られた大型鏡に映る亮春夫婦。南西側の壁にジ
ヤチ・ボルハンの祭壇がある。つまり、図 に映る祭壇である。
（中図 と右図 ）亮春の切ったエルガたち。亮春の切ったエルガが初めてきったと思わないほど
綺麗で、くっきりしていて、生き生きとしている。羽の鳥が飛んでいる姿が見える。亮春自作の刺
繍やシャマン服よりはるかに洗練されているのを見て分かる。本人は、守護霊によって導かれて切っ
たと感じている。守護霊が生前身に付けたもので、死後も後継者亮春の手を使って伝承している。
 
亮春が、上述の翼を広げて飛んでいるイリヨ・エルガを携帯電話に投稿した。これを見た、チンギ
ス・ハンの弟ハブト・ハサルの子孫というアイデンティティをもち、ホルチン左翼中旗に住む農民ネ
メッチ（年生）が、これと関係がある面白い伝承を知っていると教えてくれた。亮春とネメッチ
は NP 離れて住んでいる。彼は世襲型シャマンの家柄出身で、シャマンだった先祖の霊がその妻・
蓮花（年生）に憑いている。ネメッチはシャマンではないが、シャマンとシャマニズムに強い興
味をもち、妻の介添え役を務め、先祖の霊が妻・蓮花に憑依するといろいろ質問する。そのため、守
護霊が降臨すると、積極的に神話伝承も語り聞かせてくれる。時に、蓮花の夢でも神話伝承を語り聞
かせるという。次に述べる亮春が切ったエルガと関係する伝承は、ネメッチの先祖が妻の口を借りて
語り、ネメッチが筆者に聞かせてくれたものである。

昔、一人息子をもつ 人家族が暮らしていた。その息子は信仰心が篤い。ある日、息子は、両親に
山に行って、師匠を見つけて、修行したいと伝えた。両親は、一粒種を愛しく思って反対したが、息
子は、それを押し切って家出をして山に向かった。何年経ったかは分からないが、かなり年月を過ぎ
たところ、親に会いたくなった。そして、ともに修行をしているある女性に打ち明けると、「修行が
終わっていないので、帰ることができない。修行が完成したら帰ることができる」と教えた。しかし、
息子は、何と言われても帰ることにした。人で帰してしまうと、途中で難に遭うことを知っている
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から、さき女性が介添えで一緒に帰ることにした。途中で次から次へと つの大きな試練に遭ったが、
何とか無事に乗り越えることができた。最後に火の試練に遭遇した。先端が見えない火の海だった。
火は男の力を遥かに超えていた。そこで、女性は、助けることにした。女性は、自らは白い鷲に変身
して、息子を黒い鷲に変身させた。そして、天に届くほど高く飛んで、火の試練を乗り越えた。ふた
りは、夜中、鷲の姿のまま、息子の家に着いた。玄関を叩くと、両親が、鷲を見てびっくりしたが、
経緯を説明すると納得した。女性は、オドゲン（女性シャマン）で、白い鷲でもあり、息子はブォ（男
性シャマン）で黒い鷲でもある。ここで、オドゲンの力はブォより強い。亮春シャマンの切った 体
がつながっているエルガは、この黒と白色の 匹の鷲に変身して飛んでいる男女シャマンである。イ
リヨ・エルガ（鷲エルガ）である。
 
ネメッチは、亮春の切った翼をもって飛ぶ 体の人の頭を持ち、人の体をもつエルガは、先祖の語
り聞かせた物語を表わしていると確信している。亮春の守護霊に導かれて切ったイリヨ・エルガは、
鳥と人間の合体とみることもできる。そこには、鷲の信仰、すなわち、鷲を守護霊と崇める信仰が横
たわっている。「ホルチン・シャマンの古い分類の中に、白い鷲（イリヨ）、大鷲（ハイチン）を守護
霊にもつ者が、黒い服、黒い靴、黒いハンカチを用いる。ドーチ（呼ぶ者という意味で、ホルチン・
シャマンの一種―筆者注）と昔のオドゲン（女性シャマン）は黒い色の服を着て、黒いハンカチを持
って踊る」>フルレシャ ：@。貴重な記録である。なぜなら、調査している限り、活性化され
たホルチン地方のシャマンの中に、黒いシャマン服を着ている人は少なく、基本的に色鮮やかな装束
を好む。ネメッチの妻・蓮花は、守護霊が夢に啓示したとおりに作った黒い色の服は、正に鳥そのも
のを表現している（図 を参照）。このような上着の袖が翼になっているシャマン服を、筆者はホル
チン・シャマンの間で初めて見た。袖の下部は、翼を現すために、ネクタイ状の黒い布を一列に並ば
せて縫い付けている。下の服が、黒い色のホルチン地方のシャマンに、現在一般的に見られる仏教の
幡に由来するネクタイ状のスカートである。仏教伝来前は、シャマン服の下部に蛇を象った皮や動物
の毛、あるいは布で作られた紐状のものを付けていた。帽子に鳥が付いた、シャマン服は、あわせて
鳥と蛇を表わし、シャマンの装束は天と大地の信仰を凝縮している。
ホルチン地方のシャマンは、シャマン服を一般的に、アラグ・デール（斑服）と言い、シャマンの
翼であるという。上着は、蓮花のシャマン服のように、翼を思い起こさせるものがあまり見られない。
普通の服である。最近、翼を表わすため日本の陣羽織に似たベストを作って身に纏うシャマンが見ら
れるようになった。蓮花シャマンは、亮春が守護霊に導かれて切ったイリヨ・エルガの写真を見て、
自分もできると思って、早速ってみた。事前に紙に下書きせず、直接に鋏を入れた。「守護霊が教え
てくれた伝承を切ることができて嬉しい。今このエルガの使い方を守護霊は、まだ教えくれていない
が、いつかは使い道がわかると思う」と説明。ここでは、エルガを切ったのは、蓮花本人であり、守
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護霊は参与していない。使い方法は、守護霊の教えを待っているところである。蓮花の夫・ネメッチ
は、「妻は見てすぐそれを切ることができた」と感激し、筆者は、ホルチンではよく言われる、「オラ
ルグ（芸）に長けたブォ（シャマン）、読経に長けたラマ（仏教の僧侶）」という言葉を思い出した。
亮春と蓮花両シャマンは同じエルガを作成したが、主体が異なる。前者は、守護霊で、後者はシャマ
ン本人である。亮春は、エルガの出来具合に関する感覚が蓮花より薄い。なぜなら、事前に見たこと
もない。守護霊に導かれて切ったからである。しかし、蓮花には、達成感があり、その夫ネメッチに
は、満足感がある。なぜなら、すでにできているエルガを見てすぐ模倣して作ることができたからで
ある。亮春シャマンは、ネメッチの語った物語を守護霊から聞いていない。師匠からも聞いたことが
ないという。しかし、亮春の守護霊がこの物語を知っていることを亮春が夢で守護霊に教わった内容
から伺える。「鳥は、火の災害から逃れることができる」。飛べることは憧れでもあった。
また、この物語で出てくる修行については、ホルチン・シャマンの伝承に良く出てくる。年代
以前は、シャマンになるため、師匠の元で、あるいは、自ら進んで修行して、力を強くしていたと語
られる。守護霊も後継者に憑依して、生前修行したことを語ってくれることもある。トメンバガン
（年生）・シャマンによれば、子供のときに、ある 代の老シャマンから、いつシャマンとして
の技術を十分身に付けた熟練したブォになるかと質問したら、「元気を出して、集中していれば、年
から 年かかり、エルデム（技）を身に付ける前に驕り高ぶっていれば、年になっても一人前にな
れない」。この語りから、本当の意味での一人前のシャマンになるには、修行が必要だと考えられて
いることがわかる。この伝承の火の試練は、男女がシャマンになるためのイニシエーションである。
（左図 ）守護霊が夢で与えた鳥の翼を象ったシャマン服を身に纏って居間に立った、ネメッチの
妻・蓮花（年 月）。鳥の仮装であり、シャマンとしての鳥への化身でもある。空を飛ぶ守護霊
の象徴であり、魂が飛翔するシャマンの象徴でもある。
（中図 ）結婚証のために撮られたネメッチとその妻・蓮花の写真（年）。
（右図 ）蓮花シャマンが亮春シャマンの切ったエルガを見て切ったイリヨ・エルガ。

上述した、亮春シャマンの切ったエルガは、守護霊から伝承されており、それに関する物語は、蓮
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花シャマンの場合と同じく守護霊に教わっている。こうして、シャマニズムの信仰内容や実践は、守
護霊によって、切り紙や、装束を媒介して伝承されている。この物語と物語を表わしたエルガを知ら
ないシャマンも自ら進んでシャマンから学んでいる。帯小（年生）シャマンは、ネメッチと亮春
と知り合いである。普段携帯電話でつながっている。知識と技術が増えるのはいいことだと、帯小シ
ャマンは、「亮春の切ったエルガを見て、まず、ペンで形を描いて、それにそって切り、十数回切っ
て、下の写真のものが一番気に入った。使い道はまだ分からないが、達成感が沸き、心が満たれさた」
と語る。自己癒しを得たのだ。亮春シャマンは守護霊に導きかれて切ったということを、帯小シャマ
ンは知っているからそれを基準に切っていることが分かる。その形で一番近づいたものが一番良いと
考えている。ここで、帯小は、亮春シャマンの守護霊からの伝承を重視している。蓮花の場合、亮春
のそれといかに近づくかというより、いかにそれを早くできたかに重点をおいている。そのため、亮
春の切ったそれより小さくて、細い。亮春からヒントを得たとしてみている。
（左 と中図 ）は、帯小が切ったエルガ。（右図 ）は、帯小シャマン、年 月撮影）

（）エルガに見る手を繋いでいる人物図形の伝承
 ホルチン地方のシャマンの切るエルガの中に、人が手を繋いでいるイリヨと呼ばれるエルガが最も
良く使われる。シャマンがその中に呪文や守護霊の力を念じ入れて、神として祭ったり、患者の体か
ら切り離した悪霊を乗り移らせたりする。また、切り離した悪霊を追払うときに、逃げないように抑
えておく霊力を発揮したりする。すなわち、その図形はバリエーション豊富で、使い方によって、シ
ャマンによって意味と発揮する力が異なる。ホルチンのシャマンのエルガを紹介した先学の論文に次
のような記述がある。少し長くなるが引用したい。

「シャマニズムは、北方遊牧民族の原始宗教である。手をつないでいる人物図形は、シャマンが儀式
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を執り行うときに使われた最初の図形の つかもしれない。新石器時代の仰韶文化に属する馬家窯文
化（甘粛省臨洮県、約前 ‐前 ごろ―筆者注）に似る青海省大通県上孫家寨彩陶紋ボールに
すでに、手をつないでいる人の図形が現れた。これ以外、モンゴル国ウランバートルのイへ・テング
リの岩絵やオルドス博物館が所蔵する匈奴が使用した青銅製短剣に、また、スニド左旗の岩絵に手を
つないでいる人物の図形が見られる。目下、発見された最古の手をつないでいる人物の形図の切り紙
は、南北朝時代（－―筆者注）の新疆アスタナ古墳である。陳バルコ旗から収集したシャマン
が祈祷のときに使う道具に 人が手をつないでいる人の形の神偶がある。中国北方の民間では、手を
繋いだヒトガタは、悪霊を追払い、魂を呼び寄せ、病気を出す、子宝乞いなどの機能がある。これら
は、シャマニズム文化の残滓のように思われる。また、ホルチンの周辺地域であるオハン（敖漢）旗、
赤峰市などにはさらに多く見られる。以上の考古学の資料から見ると、手を繋ぐ人の図形は、古代の
人々が祭天、祝祭を表現した岩絵、墓の中、武器の紋飾に、そして、現実の生活の中で見られる。精
霊祭祀、転生、守護、戦勝祝賀、悪霊払いといった意味がある。古代から人間が天と精神的な交流を
したしるしである。これを見ると、ホルチン・シャマ二ズムの切り紙は孤立した存在ではなく、深い
歴史文化の背景があるようだ」>王紅川 ：@。

（左図 ）「新石器時代の舞踏紋彩陶器。年に青海
省大通県上孫家寨（村）出土。高さ FP」>舞踏紋彩陶@。
手を繋いで踊っているのが分かる。



（左図 ）古代中国では、正月 日を人日
と称し、女性が人勝と呼ばれる  人の切り
紙を切って、頭に飾って、幸運を願った。こ
れは、今まで発見された最古の切り紙の人
勝である。魂を呼ぶために使われた>中国剪
紙 第三章 剪紙的発展@。

 集団で円になって踊る輪舞は日本を含め世界の多くの国や民族に今も見られ、伝統舞踊や要素とな
っている。昔は、宗教、治療、戦い、狩猟儀礼とも深い関係があった。シベリアのエヴェンキ族が狩
猟において仮装した。「仮装者が仮装対象そのものに化身するという特徴をもっている。〈中略〉輪舞
の主役は獣群のリーダー役の踊り手であり、彼は踊りによって一種類の獣の群だけでなく、他の諸々
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獲物をも氏族の狩場に率いて来る」> 荻原：－@。

（左図 ）狩猟場面における鳥の仮装者たち
「明らかに狩猟場面で鳥の仮装者が、それも多
数、登場している例としてウズベキスタンのザ
ラウト カマルの壁画（旧もしくは中石器―新
石器時代）が挙げられる」> 荻原：－@。 
図 は、それで、輪になっている。



ホルチン地方のシャマンのエルガのように民間で残されてきたものもあれば、岩絵や洞窟絵画にも
見られる。内モンゴル・フルンボイル市のブリヤート、バルコ部族、ロシアとモンゴル国にいるブリ
ヤート・モンゴル人が年中行事や宴会のとき、手を繋いで輪になって踊る習慣を残している。『元朝
秘史』にも宴会のときに、力強く地面を踏んで踊った記録がある。「アムバガイ合罕
カハン
が、カダアン、ク
トラ二人を名ざし来たことによって、普きモンゴル部とタイチウド部は、オナン河のコルコナグ渓谷
ヂエブル
に集
つど
って、クトラを合罕になした。モンゴル部の喜悦は、跳びはね、宴を張り、楽しむのであった。
クトラを王
カン
に推して、コルコナグ渓谷の繁茂した木々をめぐって、
 肋骨にまで路面が
 膝頭にまで塵土がとどくまで踊り跳んだ」>小沢 （）：@。

それによって、生命力が活性化されるだけでなく、集団で円になって踊って、場の雰囲気の中に溶
け合い、一体となり、協調性と団結心を強めた。ホルチン地方のシャマンの治療の中にアンデ治療と
あった。 年代以前、思春期および結婚して間もない若い女性に見られる精神疾患への治療であ
る。その特徴は、集団で輪となって、患者を中心に立たせて、歌って踊って治療することである。こ
の治療をアンデ治療と言い、踊りをアンデ踊り、アンデ治療において輪となることをアンデの場と言
う。すなわち、集団で輪を作ることが、一体感を強調していることであり、力の象徴でもある。それ
が治療効果とつながる。そして、ホルチン地方で現在伝承されている手を繋いでいるエルガも使う用
途によって、治療に効果を発揮してくれる力として考えられることもある。その図形の特徴は、次の
いくつかの種類がある。１つの紙を使って作る場合、①一列だけに並んでいる、②上下数列、同じ形
の人が並んでいる、③上下数列に手を繋いでいる人が並んでいるが、その図形が列ごとに異なる。④
手を繋いで並んでいる人形の上下列の間にまた、さまざまな図形が入っている、⑤上下列間にさまざ
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まな図形がないものなどが見られる。また、人物は、服を着ていると裸の 種と、その服が伝統的な
長い衣装と、現代のような上下分れた服装のものが見られる。列が繋がっているが、人の手が互いに
繋がっていない形のもある。また、手を繋いでいる人を  つのつながりとして切るものと１体ずつ
別々に切って、並べると手を繋いでいるように見えるものもある。帽子を被っているようなものと被
っていないものがある。帽子、あるいは、頭飾りのバリエーションも豊かである。伝統的の形がある
一方、自ら創意工夫する余地が見られる。
（左図 ）陳バルコ旗の火祭りで行われる集団踊り（年 月）>走進呼倫貝爾@。
（右図 ）フルンボイル市、エベェンキ旗に住むブリヤート・モンゴル人が手を繋いで踊っている
（年 月）>布里亜特人冬季服飾亮瞎你鈦合金双眼@。
（図 ）アメリカインディアン・シャマンの集団治療。これは、世紀の探検報告である>グロー
リア・フラハティ ：－@。輪になって、手足を動かして踊っている。ホルチン地方のアン
デ治療を思い起こされる。
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（左図 ）アゼルバイジャンのゴブスタン
国立保護区の岩絵。年にユネスコの世
界遺産に登録されている>アゼルバイジャ
ンの世界遺産ゴブスタンの岩絵の文化的
景観@。列に並んで踊っている。「宗教舞踏」
と呼ばれている。

（左図 と右図 ）カザフスタンのアルマト州にある、年に世界遺産になった峡谷の岩絵。前
 世紀以降描かれたもの>中央アジア花の旅  タムガリ～ビシュケク@。右絵に躍動感と集団協調性
が感じられる。
（左図 、中 、右図 ）は、オニソ（‐）・シャマンが師匠ホブル・シャマンから学んで
作られた手を繋いでいるイリヨと呼ばれるエルガ（年 月）。真っ白な紙で切られたもの。オニ
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ソ・シャマンは師匠が豊富なエルガの切り方を知っていることを誇りに思っていた。
（左図 ）オニソ・シャマンが切ったイリヨ・エルガ。（中図 ）オニソ・シャマンが切った八卦図。
（右図 ）同じ師匠をもつ、フダゴラ・シャマンのイリヨ・エルガ（年 月）。
（左図 ）は、オニソとフダゴ
ラ・シャマンの師匠ホブル（
－）・シャマンが取り仕切る
シャマンのイニシエーションで
ある>白庚生、向雲駒 ：
@。つの試練を通る（①灼熱
した犂の上を踏み、②灼熱の伝
統的金属の鏝を噛み、③刃物の
上を歩く）儀式である。普段より
大きく切られた手を繋いでいる
イリヨ・エルガで儀礼の場を区切っている。儀式において、見守るよう乞う。儀式の守り神として力
を発揮してくれることを期している。
（左図 ）別々に切って手を繋いでいることを表わすイリヨ・エルガ。>フレ旗のシャマンが病気治
療のとき、燃やす@>フルレシャ他 扉@。（中図 ）サイナ・ブォが切ったイリヨ・エルガ。
（右図 ）レモン色の紙で切られたシンプルな造形の手を繋いでいるイリヨ・エルガ。

オニソとフダゴラ・シャマンの師匠ホブルは、 年代にシャマニズムが規制されて、 年代
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末からの宗教政策緩和によって、シャマンの活動をいち早く再開したシャマンの 人である。それだ
けでなく、年代以前にシャマンになった老シャマンの中で、最も多くの弟子を育てた人である。
ホルチン地方のシャマニズムが活性化された今日、ホブル・シャマンの弟子、孫弟子以下、その流れ
を引くシャマンが最も多い。そのため、ホブル・シャマンに直接弟子入りしたシャマンのプライドは
高い。フダゴラはその 人である。上に挙げたエルガを「師匠から学んだ」と誇りを持って説明した。
ホブル・シャマンは、フダゴラの父方の伯母の夫である。年間弟子入りして、高齢となったホブル・
シャマンの助手を務めた。社会人としてのフダゴラ・シャマンは、自分の守護霊より、エルガの切り
方を師匠から直接学んだことを栄誉に感じている。治療において、守護霊である父方の曽祖父の力を
借りる。その場合、世襲型シャマンとしてのプライドがある。亮春シャマンもホブル・シャマンの弟
子であるが、弟子入りしてまだ一人前のシャマンになっていないときに、師匠が他界し、エルガの切
り方を学んでいない。そのため、この点で、フダゴラのような誇りを持てず、自分の守護霊の知識と
表現力の豊かさ、占いと治療能力に満足している。
手を繋いでいるエルガは、基本的に人の形をしているが、動物の形をしたものも見られる。












（左図 ）は、ブヘバヤル・シャマン（年生）の切った、上の行は人間、中の行は牛、下は狐を
表すイリヨ・エルガ。一番下の行は、狐の尾を表しているという。シャマン病者の治療に使われる。
（右図 ）は、ドアと言われる様々な色の紙で切った、いくつかの形のエルガを張り合わせたもの。
シャマン病者の守護霊の降臨を促す道印で、通り道でもある（図 、共に 年 月）。

まとめ
ホルチン地方のシャマンが祭祀、病気治療などで使われているエルガと総称される切り紙に深い歴
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史的な伝承があることが伺える。現役のシャマンがそれを伝承し、制作して可視化するプロセスの中
で、どのような感覚的な経験があるかを見てきた。シャマンの霊力の源泉は守護霊である。シャマン
と守護霊の間にさまざまなコミュニケーションが行われている。シャマンを通じて、守護霊の力が可
視化され、さらに、守護霊が生前身に付けた知識、知恵、技術がシャマンを介して形として現れる。
エルガはその１つである。
亮春シャマンは、体の頭のところが繋がり、翼を持って飛んでいる姿のエルガを、守護霊に導か
れて作った。しかも、この形のエルガを切るのは初めてであり、それまで見たことがない。亮春は、
女性シャマンの亡き霊をチャガン・イリヨ（白い鷲）と言うこと、また、ホルチン・シャマニズムの
信仰における鷲信仰を知識として知っている。このイリヨ・エルガは、亮春の中では、自らの意志で
作ったものではなく、守護霊の意志で作ったので、その手柄は守護霊にあり、それによって、自分よ
り守護霊に誇りを持っている。蓮花はこのイリヨ・エルガの伝承を守護霊から得たが、亮春の切った
イリヨ・エルガを見て、喜びに満ちた。なぜかというと物語性のあるエルガを見ることができたから
である。そして、亮春のそれを見て作ったイリヨ・エルガに満足している。伝承に重きをもつ。作り
方の綺麗さより、下書きもなしに、すぐできたからである。その達成感は、自分の腕に由来する。帯
小の場合、シャマンとして知識と技術が増えることが良いことだと思っているから、自らの意志でい
ろいろ工夫して作ってみた。個作った経験の中で自分の上達を実感した。イリヨ・エルガを切った
人のシャマンは、「切る」という手を動かす実践の中で、それぞれの感じ方が異なる。
 春亮の切ったイリヨ・エルガは、シャマンたちの交流とコミュニケーションを活性化しただけでな
く、それぞれの経験と知識と技術を高めた。亮春の守護霊に導かれた経験は、別のシャマンと繋がる
きっかけとなり、また彼女らの経験を増幅させ、知識と技術を伝播した。師匠、守護霊、シャマン、
シャマン同士という要素が絡んでいる。①師匠が弟子に教える、②守護霊が後継者に夢や霊感などで
教える、③亮春シャマンのように、鋏を手にした途端、守護霊に導かれる。つまり、身体行為を影響
する、④シャマン同士が互いに学ぶ、⑤民間や異民族から取り入れるなどいくつかの方法がある。
岩絵に描かれた手を繋いで踊っている様子は、輪舞に含まれる。世界的に広く見られ、その民族の
伝統舞踊である。それはまた、ホルチンのようにシャマンの切り紙の中にその図形が変化しつつ、伝
承されてきた。師匠が有名なほど、弟子の誇りが高い。しかしながら、具体的な経験において、それ
ぞれの感じ方が異なる。
ホルチン地方のジャロード旗出身で、年代に台湾に行った、ネイティブ・モンゴル学者ハガン
チョロは、「モンゴル・シャマンの神歌は、ほとんど口承で伝えられ、しかも師資相承であるため、伝
承範囲が狭く、後世に伝わらなくなり、伝承が失われやすい」［哈勘楚倫 ］と指摘した。
この現象は確かに存在する。たとえば、年代から 年代にかけて、シャマンの活動が規制さ
れたときに、新シャマンの誕生は非常に少なく、しかも、年代以前にシャマンになった、老シャ
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マンたちの知識と神歌は今時のシャマンより豊富である。ハガンチョロの指摘は正しいが、シャマニ
ズムの伝承において、もう１つ重要な伝承方法がある。それは、守護霊から後継者に夢、霊感、憑依
して語る、造形物などを通しての伝承である。亮春は次のように語る。「師匠から神歌を学んだが、
守護霊からも学んでいる。夢でいろいろな神歌を教えてくれている。その神歌を他のシャマンが歌う
のを聞いたことがない。生贄を捧げる際に歌われる神歌の内容は豊富である。その点で誰にも負けな
い自信がある」。社会、経済、情報の発達につれて、シャマン同士のつながりも変化し、より便利にな
り、実践の増幅につながった。亮春が守護霊に教わった神歌もいつかはエルガのように別のシャマン
によって、覚えられさらに伝承される可能性がある。師匠から弟子へ、守護霊から後継者へという一
見狭い範囲内の伝承もシャマンのさまざまな感じ方によって、幅がひろくなった。


（左図 ）ブリンバヤル・
シャマン（左）が弟子の守
護霊に質問しているとこ
ろ（年 月）。















（左図 ）は、つの宝と呼ばれるエルガ。８人が手を挙げて立っている。
（右図 ）は、陰陽の八卦である。ともに悪霊の鎮圧に使われるという。
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
（左図 ）内モンゴルの非物質文化遺産の項目の つである「ブ
ォ（シャマン）踊り」の内モンゴル自治区レベルの伝承者のトメ
ンバガン・シャマン（年）。
父方の曽祖父を守護霊にもつ世襲型シャマン。
師匠や先祖から伝承されてきた文化を忠実に継承することを重
んじる。



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Horchin Shaman's Elga (cut paper) lore  
based on the viewpoint of sensory anthropology  
                                                              
         Sarangowa  
Summary:        
Shaman's sacrifice ceremony and treatment ceremony also increased. Also, it has increased that 
Shaman raising his disciples and doing divination. Overall, Shaman's clients increased. Here, Shaman 
takes up the tradition of cut paper known as Elga, used for rituals and treatments, from the viewpoint 
of sensory anthropology. Teacher teaches disciples directly to Shamanism knowledge, mythology 
transfers. Other than this, there is a teaching to Shaman whose guardian spirit is directly a successor. 
Shaman transfers cut paper from guardian spirits, passed from teacher, different sensory experience 
when transferring between Shamans. We analyze it concretely.  

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